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(57)【要約】
【課題】向上された光電変換効率を有する太陽電池セル
及び太陽電池モジュールを提供する。
【解決手段】第１の電極２１は、複数の第１の電極部２
１ａと、第２の電極部２１ｂとを有する。複数の第１の
電極部２１ａのそれぞれは、第１の方向ｙに沿って延び
るように設けられている。複数の第１の電極部２１ａは
、第１の方向ｙに対して垂直な第２の方向ｘに沿って配
列されている。複数の第１の電極部２１ａのそれぞれは
線状である。第２の電極部２１ｂには、複数の第１の電
極部２１ａが電気的に接続されている。第２の電極部２
２ｂの少なくとも一部は、第１の電極部２１ａよりも厚
い。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｐ型表面及びｎ型表面を含む第１及び第２の主面を有する光電変換部と、
　前記ｐ型表面及び前記ｎ型表面の一方に電気的に接続されており、少なくとも一部が前
記第１の主面の上に配されている第１の電極と、
　前記ｐ型表面及び前記ｎ型表面の他方に電気的に接続されており、少なくとも一部が前
記第１の主面の上に配されている第２の電極と、
を備え、
　前記第１の電極は、第１の方向に沿って延びるように設けられており、前記第１の方向
に対して垂直な第２の方向に沿って配列されている線状の複数の第１の電極部と、前記複
数の第１の電極部が電気的に接続されている第２の電極部とを有し、
　前記第２の電極部の少なくとも一部は、前記第１の電極部よりも厚い、太陽電池セル。
【請求項２】
　前記第２の電極部の少なくとも一部の横断面積は、前記第１の電極部の横断面積よりも
大きい、請求項１に記載の太陽電池セル。
【請求項３】
　前記第１の電極は、多数キャリアを収集する電極である、請求項１または２に記載の太
陽電池セル。
【請求項４】
　前記第２の電極部は線状であり、
　前記第２の電極部には、厚みが相対的に大きな部分と、厚みが相対的に小さな部分とが
第２の方向に沿って設けられている、請求項１～３のいずれか一項に記載の太陽電池セル
。
【請求項５】
　前記厚みが相対的に大きな部分と、前記相対的に厚みが小さな部分との間で厚みが漸次
変化している、請求項４に記載の太陽電池セル。
【請求項６】
　前記第２の電極部の厚みが一定である、請求項１～３のいずれか一項に記載の太陽電池
セル。
【請求項７】
　前記第１の電極部は、厚みが一定である、請求項１～６のいずれか一項に記載の太陽電
池セル。
【請求項８】
　前記第２の電極は、前記第２の方向に隣り合う前記第１の電極部間において前記第１の
方向に沿って延びるように設けられている厚みが一定の線状の複数の第３の電極部と、前
記複数の第３の電極部が電気的に接続されている第４の電極部とを有し、
　前記第４の電極部の少なくとも一部は、前記第３の電極部よりも厚い、請求項１～７の
いずれか一項に記載の太陽電池セル。
【請求項９】
　複数の太陽電池セルと、隣接する前記太陽電池セル同士を電気的に接続している配線材
とを備える太陽電池モジュールであって、
　前記太陽電池セルは、ｐ型表面及びｎ型表面を含む第１及び第２の主面を有する光電変
換部と、前記ｐ型表面及び前記ｎ型表面の一方に電気的に接続されており、少なくとも一
部が前記第１の主面の上に配されている第１の電極と、前記ｐ型表面及び前記ｎ型表面の
他方に電気的に接続されており、少なくとも一部が前記第１の主面の上に配されている第
２の電極とを備え、
　前記第１の電極は、第１の方向に沿って延びるように設けられており、前記第１の方向
に対して垂直な第２の方向に沿って配列されている線状の複数の第１の電極部と、前記複
数の第１の電極部が電気的に接続されている第２の電極部とを有し、
　前記第２の電極部の少なくとも一部は、前記第１の電極部よりも厚い、太陽電池モジュ
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ール。
【請求項１０】
　前記配線材は、前記第２の電極部の前記第１の電極部よりも厚い部分に電気的に接続さ
れている、請求項９に記載の太陽電池モジュール。
【請求項１１】
　前記第２の電極部は、前記配線材との接続部から離れるに従って薄くなる、請求項１０
に記載の太陽電池モジュール。
【請求項１２】
　前記第１の電極部は、厚みが一定である、請求項９～１１のいずれか一項に記載の太陽
電池モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽電池セル及びそれを備える太陽電池モジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　太陽電池セルは、受光することにより電子や正孔などのキャリアを生成させる光電変換
部と、光電変換部において生成したキャリアを収集する電極とを備えている。この電極と
して、特許文献１には、互いに間挿し合っている一対のくし歯状の電極が記載されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－８０８８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年、太陽電池セルの光電変換効率をさらに高めたいという要望が高まってきている。
【０００５】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的は、向上された光電変換効
率を有する太陽電池セル及び太陽電池モジュールを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る太陽電池セルは、光電変換部と、第１の電極と、第２の電極とを備えてい
る。光電変換部は、第１及び第２の主面を有する。第１及び第２の主面は、ｐ型表面及び
ｎ型表面を含む。第１の電極は、ｐ型表面及びｎ型表面の一方に電気的に接続されている
。第１の電極の少なくとも一部は、第１の主面の上に配されている。第２の電極は、ｐ型
表面及びｎ型表面の他方に電気的に接続されている。第２の電極の少なくとも一部は、第
１の主面の上に配されている。第１の電極は、複数の第１の電極部と、第２の電極部とを
有する。複数の第１の電極部のそれぞれは、第１の方向に沿って延びるように設けられて
いる。複数の第１の電極部は、第１の方向に対して垂直な第２の方向に沿って配列されて
いる。複数の第１の電極部のそれぞれは線状である。第２の電極部には、複数の第１の電
極部が電気的に接続されている。第２の電極部の少なくとも一部は、第１の電極部よりも
厚い。
【０００７】
　本発明に係る太陽電池モジュールは、複数の太陽電池セルと、配線材とを備えている。
配線材は、隣接する太陽電池セル同士を電気的に接続している。太陽電池セルは、光電変
換部と、第１の電極と、第２の電極とを備えている。光電変換部は、第１及び第２の主面
を有する。第１及び第２の主面は、ｐ型表面及びｎ型表面を含む。第１の電極は、ｐ型表
面及びｎ型表面の一方に電気的に接続されている。第１の電極の少なくとも一部は、第１
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の主面の上に配されている。第２の電極は、ｐ型表面及びｎ型表面の他方に電気的に接続
されている。第２の電極の少なくとも一部は、第１の主面の上に配されている。第１の電
極は、複数の第１の電極部と、第２の電極部とを有する。複数の第１の電極部のそれぞれ
は、第１の方向に沿って延びるように設けられている。複数の第１の電極部は、第１の方
向に対して垂直な第２の方向に沿って配列されている。複数の第１の電極部のそれぞれは
線状である。第２の電極部には、複数の第１の電極部が電気的に接続されている。第２の
電極部の少なくとも一部は、第１の電極部よりも厚い。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、向上された光電変換効率を有する太陽電池セル及び太陽電池モジュー
ルを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１の実施形態に係る太陽電池モジュールの略図的断面図である。
【図２】第１の実施形態における太陽電池セルの裏面の略図的平面図である。
【図３】図２の線ＩＩＩ－ＩＩＩにおける略図的断面図である。
【図４】図２の線ＩＶ－ＩＶにおける略図的断面図である。
【図５】第１の実施形態における太陽電池ストリングの略図的裏面図である。
【図６】比較例に係る太陽電池セルの裏面の略図的平面図である。
【図７】図６の線ＶＩＩ－ＶＩＩにおける略図的断面図である。
【図８】図６の線ＶＩＩＩ－ＶＩＩＩにおける略図的断面図である。
【図９】第２の実施形態における太陽電池セルの略図的断面図である。
【図１０】第３の実施形態における太陽電池セルの略図的断面図である。
【図１１】第４の実施形態における太陽電池セルの裏面の略図的平面図である。
【図１２】第５の実施形態における太陽電池セルの裏面の略図的平面図である。
【図１３】図１２の線ＸＩＩＩ－ＸＩＩＩにおける略図的断面図である。
【図１４】第６の実施形態における太陽電池セルの裏面の略図的平面図である。
【図１５】第７の実施形態における太陽電池セルの裏面の略図的平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を実施した好ましい形態の一例について説明する。但し、以下の実施形態
は、単なる例示である。本発明は、以下の実施形態に何ら限定されない。
【００１１】
　実施形態等において参照する各図面において、実質的に同一の機能を有する部材は同一
の符号で参照することとする。
【００１２】
　実施形態等において参照する図面は、模式的に記載されたものであり、図面に描画され
た物体の寸法の比率などは、現実の物体の寸法の比率などとは異なる場合がある。図面相
互間においても、物体の寸法比率等が異なる場合がある。具体的な物体の寸法比率等は、
以下の説明を参酌して判断されるべきである。
【００１３】
　（第１の実施形態）
　図１は、本実施形態に係る太陽電池モジュール１の略図的断面図である。太陽電池モジ
ュール１は、太陽電池ストリング２を備えている。太陽電池ストリング２は、ｙ方向に沿
って配列された複数の太陽電池セル１０を備えている。
【００１４】
　複数の太陽電池セル１０は、配線材１１によって電気的に接続されている。具体的には
、隣接する太陽電池セル１０間が配線材１１によって電気的に接続されることによって、
複数の太陽電池セル１０が直列または並列に電気的に接続されている。
【００１５】
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　配線材１１と太陽電池セル１０とは、接着剤によって接着されている。接着剤としては
、半田または樹脂接着剤を用いることができる。接着剤として樹脂接着剤を用いる場合に
は、樹脂接着剤は絶縁性を有するものであってもよいし、異方導電性を有するものであっ
てもよい。
【００１６】
　複数の太陽電池セル１０の受光面側及び裏面側には、第１及び第２の保護部材１４，１
５が配置されている。
【００１７】
　第１の保護部材１４は、太陽電池セル１０の受光面側に配置されている。第１の保護部
材１４は、例えば、ガラスや透光性樹脂からなる基板またはシートにより構成することが
できる。
【００１８】
　第２の保護部材１５は、太陽電池セル１０の裏面側に配置されている。第２の保護部材
１５は、例えば、アルミニウム箔などの金属箔を介在させた樹脂フィルムにより構成する
ことができる。
【００１９】
　太陽電池セル１０と第１の保護部材１４との間、及び太陽電池セル１０と第２の保護部
材１５との間には、封止材１３が設けられている。複数の太陽電池セル１０は、この封止
材１３により封止されている。
【００２０】
　封止材１３並びに第１及び第２の保護部材１４，１５の材料は、特に限定されない。封
止材１３は、例えば、エチレン・酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）やポリビニルブチラール
（ＰＶＢ）等の透光性を有する樹脂により形成することができる。
【００２１】
　第１の保護部材１４、封止材１３、太陽電池ストリング２、封止材１３、及び第２の保
護部材１５の積層体の外周に、必要に応じて、Ａｌ等の金属製の枠体（図示しない）を取
り付けてもよい。
【００２２】
　第１の保護部材１４の表面に、太陽電池セル１０の出力を外部に取り出すための配線材
及び端子ボックスを設けてもよい。
【００２３】
　図２は、本実施形態における太陽電池セル１０の裏面の略図的平面図である。図３は、
図２の線ＩＩＩ－ＩＩＩにおける略図的断面図である。図４は、図２の線ＩＶ－ＩＶにお
ける略図的断面図である。次に、図２～図４を参照しながら、太陽電池セル１０の構成に
ついて説明する。
【００２４】
　太陽電池セル１０は、光電変換部２０を有する。光電変換部２０は、受光することによ
って電子や正孔などのキャリアを生成させる部材である。光電変換部２０は、結晶性半導
体基板と、その結晶性半導体基板の上に配されたｐ型及びｎ型非晶質半導体層とを有する
ものであってもよい。また、光電変換部２０は、ｎ型ドーパント拡散領域とｐ型ドーパン
ト拡散領域とが表面に露出している半導体基板を有するものであってもよい。
【００２５】
　本実施形態では、多数キャリアが電子となり、少数キャリアが正孔となるように光電変
換部２０が構成されている。
【００２６】
　光電変換部２０の形状は、特に限定されない。光電変換部２０は、例えば、矩形状であ
ってもよい。また、光電変換部２０は、例えば、角部が面取り状である矩形状であっても
よい。
【００２７】
　光電変換部２０は、受光面２０ａと、裏面２０ｂとを有する。本実施形態では、太陽電



(6) JP 2012-138545 A 2012.7.19

10

20

30

40

50

池セル１０は、裏面接合型の太陽電池セルであるため、裏面２０ｂには、ｐ型表面２０ｂ
ｐと、ｎ型表面２０ｂｎとが含まれている。
【００２８】
　裏面２０ｂの上には、ｐ側電極２１と、ｎ側電極２２とが配されている。詳細には、ｐ
側電極２１は、ｐ型表面２０ｂｐの上に配されている。ｐ側電極２１は、ｐ型表面２０ｂ
ｐに電気的に接続されている。ｎ側電極２２は、ｎ型表面２０ｂｎの上に配されている。
ｎ側電極２２は、ｎ型表面２０ｂｎに電気的に接続されている。
【００２９】
　なお、ｐ側電極２１及びｎ側電極２２の少なくとも一方の一部が裏面２０ｂの上に配さ
れており、他の部分が受光面２０ａの上に配されていてもよい。
【００３０】
　ｐ側電極２１及びｎ側電極２２のそれぞれの材質は、導電材料である限りにおいて特に
限定されない。ｐ側電極２１及びｎ側電極２２のそれぞれは、例えば、銀、銅、アルミニ
ウム、チタン、ニッケル、クロムなどの金属や、それらの金属のうちの一種以上を含む合
金により構成することができる。また、ｐ側電極２１及びｎ側電極２２のそれぞれは、例
えば、上記金属や合金からなる複数の導電層の積層体により構成されていてもよい。
【００３１】
　ｐ側電極２１及びｎ側電極２２の形成方法は、特に限定されない。ｐ側電極２１及びｎ
側電極２２は、例えば、導電性ペーストの塗布及び焼き付け、スパッタ法、蒸着法、イン
クジェット法、ディスペンサ法、スクリーン印刷法或いはメッキ法等を用いて形成するこ
とができる。
【００３２】
　ｐ側電極２１及びｎ側電極２２のそれぞれは、くし歯状に形成されている。ｐ側電極２
１とｎ側電極２２とは、互いに間挿し合っている。なお、本発明においては、第１及び第
２の電極の両方がくし歯状電極により構成されている必要は必ずしもない。例えば、第１
及び第２の電極の一方が、複数のフィンガー電極部のみにより構成されていてもよい。す
なわち、第１の電極または第２の電極の一方が所謂バスバーレスの電極であってもよい。
【００３３】
　ｐ側電極２１は、複数のフィンガー電極部２１ａと、バスバー部２１ｂとを有する。複
数のフィンガー電極部２１ａのそれぞれは線状である。複数のフィンガー電極部２１ａの
それぞれは、ｙ方向に沿って延びるように設けられている。複数のフィンガー電極部２１
ａは、ｙ方向に対して垂直なｘ方向に沿って配列されている。
【００３４】
　複数のフィンガー電極部２１ａのそれぞれは、厚みが一定である。すなわち、複数のフ
ィンガー電極部２１ａのそれぞれの厚みは、ｙ方向において変化しない。ここで、「厚み
が一定」とは、最大厚みと平均厚みとの差と、平均厚みと最小厚みとの差のそれぞれが平
均厚みの３０％以下であることを意味するものとする。
【００３５】
　複数のフィンガー電極部２１ａは、バスバー部２１ｂに電気的に接続されている。本実
施形態では、バスバー部２１ｂは、ｘ方向に沿って延びる線状に形成されている。
【００３６】
　バスバー部２１ｂのｙ方向に沿った幅Ｗ２は、ｘ方向において一定である。ここで、「
幅が一定」とは、最大幅と平均幅との差と、平均幅と最小幅との差のそれぞれが平均幅の
２０％以下であることを意味する。
【００３７】
　ｎ側電極２２は、複数のフィンガー電極部２２ａと、バスバー部２２ｂとを有する。複
数のフィンガー電極部２２ａのそれぞれは線状である。複数のフィンガー電極部２２ａの
それぞれは、ｙ方向に沿って延びるように設けられている。複数のフィンガー電極部２２
ａは、ｙ方向に対して垂直なｘ方向に沿って配列されている。複数のフィンガー電極部２
１ａと、複数のフィンガー電極部２２ａとは、ｘ方向に沿って交互に配列されている。
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【００３８】
　複数のフィンガー電極部２２ａのそれぞれは、厚みが一定である。すなわち、複数のフ
ィンガー電極部２２ａのそれぞれの厚みは、ｙ方向において変化しない。
【００３９】
　複数のフィンガー電極部２２ａは、バスバー部２２ｂに電気的に接続されている。本実
施形態では、バスバー部２２ｂは、ｘ方向に沿って延びる線状に形成されている。
【００４０】
　バスバー部２２ｂのｙ方向に沿った幅Ｗ１は、ｘ方向において一定である。
【００４１】
　本実施形態では、バスバー部２１ｂ、２２ｂの少なくとも一部がフィンガー電極部２１
ａ、２２ａよりも厚くされる。これにより、バスバー部２１ｂ、２２ｂの少なくとも一部
の横断面積が、フィンガー電極部２１ａ、２２ａの横断面積よりも大きくされている。
【００４２】
　具体的には、バスバー部２１ｂ、２２ｂのそれぞれには、厚みが相対的に大きな部分と
、厚みが相対的に小さな部分とがｘ方向に沿って交互に設けられている。バスバー部２１
ｂ、２２ｂのそれぞれにおいて、厚みが相対的に大きな部分と、厚みが相対的に小さな部
分との間で厚みが漸次変化している。
【００４３】
　バスバー部２１ｂ、２２ｂのうち、厚みが最も小さな部分２１ｂ３，２２ｂ３の厚みは
、フィンガー電極部２１ａ、２２ａの厚み以上に設定されている。これにより、部分２１
ｂ３，２２ｂ３の電気抵抗が、フィンガー電極部２１ａ、２２ａの電気抵抗以下とされて
いる。
【００４４】
　バスバー部２１ｂ、２２ｂのうち、厚みが最も大きな部分２１ｂ１，２１ｂ２，２２ｂ
１，２２ｂ２の厚みは、フィンガー電極部２１ａ、２２ａの厚み以上であることが好まし
く、フィンガー電極部２１ａ、２２ａの厚みの１．５倍以上であることがより好ましく、
２．０倍以上であることがさらに好ましい。
【００４５】
　ｐ側電極２１に、厚みが最も大きな部分２１ｂ１，２１ｂ２が２つ設けられており、フ
ィンガー電極部２１ａが１０本設けられている。バスバー部２１ｂ、２２ｂのうち、厚み
が最も小さな部分２１ｂ３，２２ｂ３よりも一方側の部分と他方側部分とのそれぞれが、
厚みが最も大きな部分２１ｂ１，２１ｂ３，２２ｂ１，２２ｂ３を中心として線対称形で
ある。このため、部分２１ｂ１，２１ｂ２の厚みは、（フィンガー電極部２１ａの厚み）
×１０／４以上であることが好ましい。
【００４６】
　一方、ｎ側電極２２に、厚みが最も大きな部分２２ｂ１，２２ｂ２が２つ設けられてお
り、フィンガー電極部２２ａが９本設けられている。部分２２ｂ１，２２ｂ２の厚みは、
（フィンガー電極部２１ａの厚み）×９／４以上であることが好ましい。そうすることに
より、バスバー部２１ｂ、２２ｂにおける集電ロスを小さくすることができる。
【００４７】
　図４に示すように、相対的に厚いバスバー部２１ｂ、２２ｂと、相対的に薄いフィンガ
ー電極部２１ａ、２２ａとは、バスバー部２１ｂ、２２ｂ側に向かって厚くなる接続部２
１ｃ、２２ｃにより接続されている。
【００４８】
　図５は、本実施形態における太陽電池ストリング２の略図的裏面図である。配線材１１
は、厚みが最も大きな部分２１ｂ１，２１ｂ２，２２ｂ１，２２ｂ２に電気的に接続され
ている。具体的には、隣り合う太陽電池セル１０の一方のｐ側電極２１のバスバー部２１
ｂの厚みが最も大きな部分２１ｂ１，２１ｂ２と、隣り合う太陽電池セル１０の他方のｎ
側電極２２のバスバー部２２ｂの厚みが最も大きな部分２２ｂ１，２２ｂ２とが配線材１
１により電気的に接続されている。このため、バスバー部２１ｂ、２２ｂの厚みは、配線
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材１１との接続部から離れるに従って小さくなっている。
【００４９】
　バスバー部の配線材が接続されている部分には、複数のフィンガー電極部から収集され
た電流が集中することとなる。このため、バスバー部の配線材が接続されている部分の電
流密度が高くなる傾向にある。よって、このバスバー部の配線材が接続されている部分の
横断面積が小さく、電気抵抗が高い場合は、この部分において電力の一部がジュール熱に
変換されてしまい、集電損失が増大してしまう。その結果、光電変換効率が低下してしま
うこととなる。
【００５０】
　このような問題に鑑み、バスバー部を太くすることにより、バスバー部の横断面積を大
きくすることが考えられる。具体的には、図６～図８に示すように、バスバー部１２１ｂ
、１２２ｂの配線材と接続される部分を幅広にすることにより、バスバー部における集電
電流の減少を抑制することが考えられる。しかしながら、バスバー部１２１ｂ、１２２ｂ
を幅広にすると、光電変換部１２０のうち、ｐ側電極１２１のバスバー部１２１ｂの下に
位置する部分で生成した電子がｎ側電極１２２により集電されるまでに移動しなければな
らない距離が長くなる。また、光電変換部１２０のうち、ｎ側電極１２２のバスバー部１
２２ｂの下に位置する部分で生成した正孔がｐ側電極１２１により集電されるまでに移動
しなければならない距離が長くなる。その結果、キャリアの再結合が生じやすくなる。従
って、光電変換効率が低下する傾向にある。特に、少数キャリアが再結合しやすくなると
、光電変換効率が大きく低下しやすい傾向にある。
【００５１】
　それに対して本実施形態では、バスバー部２１ｂ、２２ｂの少なくとも一部がフィンガ
ー電極部２１ａ、２２ａよりも厚くされることにより、バスバー部２１ｂ、２２ｂの少な
くとも一部の横断面積が、フィンガー電極部２１ａ、２２ａの横断面積よりも大きくされ
ている。このため、バスバー部２１ｂ、２２ｂの占有面積の増大を抑制しつつ、バスバー
部２１ｂ、２２ｂにおける集電電流の減少を抑制することができる。従って、改善された
光電変換効率を実現することができる。
【００５２】
　（第２の実施形態）
　バスバー部における集電電流の減少を抑制する観点からは、図９に示すように、バスバ
ー部２１ｂ、２２ｂの厚みを一定とし、バスバー部２１ｂ、２２ｂをフィンガー電極部２
１ａ、２２ａよりも一様に厚くしてもよい。また、図１０に示すように、バスバー部２１
ｂ、２２ｂの厚みを段階的に変化させてもよい。
【００５３】
　しかしながら、図９に示す第２の実施形態のようにバスバー部２１ｂ、２２ｂをフィン
ガー電極部２１ａ、２２ａよりも一様に厚くした場合は、バスバー部２１ｂ、２２ｂを形
成するために必要な電極材料の量が多くなる。その結果、太陽電池セルの製造コストが上
昇してしまうこととなる。このため、第１の実施形態のようにバスバー部２１ｂ、２２ｂ
の一部のみを厚くすることが好ましい。
【００５４】
　（第３の実施形態）
　図１０に示す第３の実施形態のようにバスバー部２１ｂ、２２ｂの厚みを段階的に変化
させた場合は、第１の実施形態と同様に、バスバー部２１ｂ、２２ｂを形成するために必
要な電極材料の量が少ない。しかしながら、バスバー部２１ｂ、２２ｂの厚みを段階的に
変化させた場合は、厚みが変化する部分に応力が集中する傾向にある。従って、バスバー
部２１ｂ、２２ｂがはがれやすくなったり、損傷しやすくなったりする場合がある。この
観点からも、第１の実施形態のようにバスバー部２１ｂ、２２ｂの一部のみを厚くするこ
とが好ましい。
【００５５】
　なお、図９，１０に示す第２及び第３の実施形態並びに下記の第４～第７の実施形態に
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おいて、上記第１の実施形態と実質的に共通の機能を有する部材を共通の符号で参照し、
説明を省略する。
【００５６】
　（第４の実施形態）
　図１１は、第４の実施形態における太陽電池セルの裏面の略図的平面図である。
【００５７】
　上記第１の実施形態では、ｐ側電極２１及びｎ側電極２２の両方のバスバー部２１ｂ、
２２ｂに厚い部分を設けているが、本発明は、この構成に限定されない。光電変換効率に
は、多数キャリアの再結合による消失よりも、少数キャリアの再結合による消失の方が大
きく影響することから、多数キャリアを収集する電極（本実施形態では、ｎ側電極２２）
のみに厚い部分を設けてもよい。例えば図１１に示すように、ｎ側電極２２のバスバー部
２２ｂに相対的に厚い部分を設けることによりバスバー部２２ｂにおける集電電流の減少
を抑制する一方、ｐ側電極２１のバスバー部２１ｂに相対的に太い部分を設けることによ
りバスバー部２１ｂにおける集電電流の減少を抑制してもよい。
【００５８】
　また、ｐ側電極２１及びｎ側電極２２少なくとも一方のバスバー部２１ｂ、２２ｂの一
部分を相対的に厚くしつつ、相対的に幅広にするようにしてもよい。そうした場合であっ
ても、バスバー部の占有面積を小さくし得るため、改善された光電変換効率を得ることが
できる。
【００５９】
　（第５の実施形態）
　図１２は、第５の実施形態における太陽電池セルの裏面の略図的平面図である。図１３
は、図１２の線ＸＩＩＩ－ＸＩＩＩにおける略図的断面図である。図１２及び図１３に示
すように、本実施形態の太陽電池セルでは、裏面２０ｂの上に、フィンガー電極部２１ａ
、２２ａを覆うように絶縁膜３０が設けられている。そして、バスバー部２１ｂ、２２ｂ
のうち、厚みが最も大きな部分２１ｂ１，２１ｂ２，２２ｂ１，２２ｂ２の上に形成され
ている電極パッド部３１ａ、３１ｂは、絶縁膜３０の上にまで至るように大きく形成され
ている。
【００６０】
　本実施形態のように、絶縁膜３０を形成することにより、電極パッド部３１ａ、３１ｂ
を大きく形成できるため、配線材１１と太陽電池セル１０との接続部の電気抵抗を小さく
することができる。
【００６１】
　（第６の実施形態）
　図１４は、第６の実施形態における太陽電池セルの裏面の略図的平面図である。
【００６２】
　上記第１の実施形態では、太陽電池セル１０が、裏面２０ｂにｐ型表面２０ｂｐ及びｎ
型表面２０ｂｎが露出している裏面接合型の太陽電池セルである例について説明した。但
し、本発明は、これに限定されない。
【００６３】
　本実施形態では、ｎ型表面２０ｂｎは裏面２０ｂに露出しているものの、ｐ型表面２０
ｂｐは、受光面２０ａに露出している。受光面２０ａのｐ型表面２０ｂｐの上には、電極
部２１ｄが形成されている。この電極部２１ｄは、光電変換部２０を貫通するスルーホー
ル電極２１ｅによって、フィンガー電極部２１ａに電気的に接続されている。本実施形態
のような太陽電池セルにおいても、バスバー部２１ｂ、２２ｂの少なくとも一部の厚みを
フィンガー電極２１ａ、２２ａよりも厚くすることにより、上記第１の実施形態と同様に
改善された光電変換効率を実現することができる。
【００６４】
　（第７の実施形態）
　図１５は、第７の実施形態における太陽電池セルの裏面の略図的平面図である。
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【００６５】
　上記第１の実施形態では、第２及び第４の電極部が線状のバスバー部２１ｂ、２２ｂに
より構成されている例について説明した。但し、本発明においては、第２及び第４の電極
部のそれぞれが線状である必要は必ずしもない。
【００６６】
　例えば、図１５に示すように、第２及び第４の電極部として、電極パッド部２１ｆ、２
２ｆを設け、電極パッド部２１ｆ、２２ｆをフィンガー電極部２１ａ、２２ａよりも厚く
してもよい。その場合は、電極パッド部２１ｆ、２２ｆの占有面積を小さくできる。従っ
て、本実施形態においても、改善された光電変換効率を得ることができる。
【符号の説明】
【００６７】
１…太陽電池モジュール
２…太陽電池ストリング
１０…太陽電池セル
１１…配線材
２０…光電変換部
２０ａ…受光面
２０ｂ…裏面
２０ｂｎ…ｎ型表面
２０ｂｐ…ｐ型表面
２１…ｐ側電極
２２…ｎ側電極
２１ａ、２２ａ…フィンガー電極部
２１ｂ、２２ｂ…バスバー部
２１ｆ、２２ｆ、３１ａ、３１ｂ…電極パッド部
３０…絶縁膜
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